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第８回講義内容

１）梁の微分方程式

２）静定構造物のたわみ

３）演習

４）まとめ



梁理論（ベルヌーイ・オイラー仮定）

平面保持と法線保持



梁理論（ベルヌーイ・オイラー仮定）
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梁理論（ベルヌーイ・オイラー仮定）
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梁理論（ベルヌーイ・オイラー梁）
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ベルヌーイ・オイラー仮定よると は次式であった。
2

2
  

d w

dx





梁理論
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梁の微分方程式
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梁の釣合から得られる情報



例題8-1(復習）

単純梁に等分布荷重が加わっている。このときの断面力分布（曲
げモーメント図、せん断力図）を求めよ。
断面力と荷重の釣合式を用いて、解を求める。



例題8-1の答え

断面力と荷重の釣合は、
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ここで、 は等分布であることより、
定数である。両式を2階積分すると、

w
P

境界条件として、両端の曲げモーメン
トがゼロであることより、

2

2

1

(0) 0

( ) 0
2

w

M C

P
M L L C L

 

   



例題8-1の答え

2つの境界条件より、積分定数は、
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上記の定数を、たわみの式に代入する
と、
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最大曲げモーメントは、せん断力がゼ
ロの位置にあり、
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例題8-2

右図に示す単純梁に等分布荷重が加
わっている。最大たわみを求めよ。
静定梁であるため、既に、力の釣合
より、下図のように曲げモーメント
図とせん断力図が得られている。



例題8-2の答え

静定梁であるため、次式のように梁
の微分方程式を使用する。
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曲げモーメント関数は、
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従って、梁の微分方程式は、
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例題8-2の答え

微分方程式を2回積分する。
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境界条件として、梁両端の変位ゼロとする。
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上式より、
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例題8-2の答え

決定した積分定数を代入すると、たわみの式は、
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最大たわみは、たわみが対称であ
る こ と よ り 、 最 大 変 位 は
に生じる。
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まとめ

１）平面保持と法線保持の仮定より梁の
微分方程式を導いた

２）梁の微分方程式を解いて単純梁のた
わみを求めた


